
＜企画展示側から＞主催者企画『輝かそう！チーム医療・地域医療ネットワークの未来』
は、患者さんを中心に、医師をはじめとする専門スタッフがチームを組んで、最も適した治
療にあたる「チーム医療」や、医療圏内における限られた医療資源を有効かつ効率的に活
用し、きめ細かい良質な医療を提供していくための「地域医療ネットワーク」について紹介
されました。長崎県の地域医療連携や、岩手県遠野市の周産期連携、在宅医療における
携帯電話機能端末活用事例、横浜市立大学附属市民総合医療センターの情報共有のた
めに有効なe-learningシステム、がん治療におけるチーム医療実践のための学習ツール、

広がる連携実務者ネットワークの事例などが実演紹介されました。さらに香川県の脳卒中
地域連携や富山県立中央病院の糖尿病チーム医療、大阪府の救急医療ネットワークなど
についてパネルで事例紹介されました。在宅との連携を視野に入れた携帯電話機能端末
の活用についてはとくに来場者の関心を集めていました。

病院から地域へ、地域から全国へと繋ぐ「糖尿病チーム医療」

―糖尿病発症予防・重症化予防に向け富山県立中央病院から発信―

20年前に一つの病棟から始まった糖尿病チーム医療、その後外来、院内、地域へと進展していった経緯を提示。現在のチーム医
療の取り組みとともにその効果をご紹介し、糖尿病の発症予防・重症化予防に対するチーム医療の必要性を強調します。

国際モダンホルピタルショウ2010（於：東京ビッグサイト）

『輝かそう！チーム医療・地域医療ネットワークの未来』のコーナーで

当院「糖尿病チーム医療」がパネル展示されました！！
主催者側で展示されたパネル（計6枚）を紹介します。 2012/08/01改訂更新



1969年 糖尿病教室開始

1988年 10月 「糖尿病学習ノート」創刊

1989年 糖尿病指導者研究会発足（栄養士・看護師）

1990年 糖尿病患者友の会「四ツ葉会」発足
会報「白道」創刊

1992年 富山県立中央病院新病棟完成
糖尿病専門病棟での糖尿病管理入院開始

1994年 「糖尿病教育入院」コース（3週間コース）開始

1996年 糖尿病外来看護師による外来糖尿病療養指導開始

1997年 糖尿病専門病棟での検査技師による血糖自己測定（SMBG）手技指導開始
看護部「糖尿病看護専門委員会」設置

1999年 糖尿病専門病棟での薬剤師によるインスリン手技指導開始



2000年 内科糖尿病外来に「生活習慣病指導室」開設
「四ツ葉会」10周年記念式典開催
「糖尿病フォローアップ入院」コース開始

2002年 「日本糖尿病療養指導士」一期生 11名認定
管理栄養士、病棟でのミニ講義指導開始
「糖尿病外来チェックコース」開始
外来看護師による在宅インスリン自己注射指導開始
病診連携を重視した「オールインワンシステム」提唱
「糖尿病教育入院｝を2週間に短縮
クリニカルパス運用開始

2006年 外来栄養相談室から「栄養指導室」へ名称変更

2007年 4月 電子カルテシステム稼働
「糖尿病教育入院」は電子化クリニカルパス（12日間）
に移行

2009年 4月 DPC導入
「教育入院クリニカルパス」 10日間に短縮
生活習慣病指導室での「糖尿病フットケア外来」開設

2010年 11月 「四ツ葉会」20周年記念式典開催
12月 日本クリニカルパス学会「DPC糖尿病教育入院パス」
優秀賞受賞

201１年 9月 「妊娠糖尿病教育入院クリニカルパス」

2012年 4月富山県立中央病院 「糖尿病医療チーム委員会」発足
糖尿病療養指導士（栄養士・看護師）による糖尿病腎症に対するチーム指導開始

考察

これまで我々は，未治療の血糖不良２型糖尿病患者に対する初回糖
尿病教育入院後，食事療法とともに速効型もしくは超速効型インスリン
にて糖毒性解除を行うことで，大部分の患者が食事・運動の基本治療の
み，あるいはインスリン非分泌系薬剤で管理可能になりうることを報告し
てきた．

しかしながら，実際は糖尿病診断時に教育入院の機会がなく，外来通
院でコントロール不良，内服薬増量の繰り返しが長期にわたった後に，
初めて当科に紹介される患者が少なくない．

今回の我々の検討では，少なくとも5年間SU剤が不要であるにも関わ
らず漫然と処方されていた患者が27%存在していた．これらの患者では
合併症のみならず医原性の低血糖の危険が高くなる．また膵β細胞が
いたずらに疲弊する可能性もある．
血糖コントロール不良の場合，安易にSU剤を投与しその後多剤を漫然

と併用していくことは避け、糖尿病診断時より『病』と『診』の連携を活用
し，発症早期のみならず，定期的な患者教育と必要時糖毒性解除により，
常に薬物の適正使用に心がける必要がある。
（第53回 日本糖尿病学術集会，富山県立中央病院、河原ら， 2010）
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